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　あけましておめでとうございます。　
　皆様には、こころ新たに新年をお迎えになられた
ことと、お慶び申し上げます。

　さて、昨年を少し振り返りますと、日常生活から
経済活動まで悪影響を及ぼしてきた新型コロナウイ
ルスの感染拡大は、発生から約4年を経過し、その
勢いが沈静化し明るい兆しが見えてきました。一方
では、ロシアによるウクライナ侵攻は長期化の様相
を呈しており、深刻な人道危機を招いているのみで
なく、各国の経済成長にも大きな影響を与えており
ます。また、中東リスクにより更なる原材料の高騰
が懸念され、先行きの不透明感は一段と強まる可能
性が出てまいりました。　　　　　　
　我が国経済に目を向けますと2023年5月より新型
コロナウイルスが5類に移行したことにより、危機
的状況にあった観光業界も国内観光客の復活や記録
的な円安を追い風にインバウンドの回復に伴うシナ
ジー効果も相まって経済活動も活気を取り戻しつつ
あります。しかし、世界経済の動きや物価上昇が消
費者マインドや企業収益に与える影響は看過できま
せん。こうした中、『賃金と物価の好循環』を形成
することが求められ、歴史的な月例賃金引き上げに
奔走した1年ではなかったでしょうか。　　　
　2024年の播磨圏域の課題に目を向けますと、県内
の直近の有効求人倍率は1.01倍ですが、当地域の足
下を見ますと労働者不足が続いており、ものづくり
の労働力不足が懸念されております。工業系高校生
や理系大学生をはじめとした人材の流出について
は、コロナ禍以前と変わっていないのが現状です。
当地域の潜在的な労働力不足の解消が喫緊の課題で
あります。
　そこで、姫路経営者協会では、『地域と企業の更

なる発展に貢献します』を基本方針として更に新し
い形を模索しながら基本事業や人材確保・育成に関
する事業を推し進めることで地域社会と地域経済の
回復と活性化を目指してまいります。

⚑ɽएऀबۀଅ進にͭいて
　近県の大学生を対象にした播磨圏域企業の見学会
や説明会の実施、遠隔地の大学での出前セミナー・
高校生向け説明会等により、地域を挙げて若者への
情報発信を行い、人材確保に繋げます。

⚒ɽϙストコϩφ࣌代の৽しいಇ͖方ࢧԉ
　ダイバーシティ経営推進により人材を活かすこと
や、デジタル化推進のための就労者のスキルアップ
が企業の生産性向上に繋がり、新しい働き方改革が
実現できる一つの方策と考えております。引き続き
社会が必要とする人材確保と育成事業を推し進めて
まいります。

⚓ɽձ員૬ޓのަྲྀଅ進とࢧԉ
　会員相互の情報交換や若手経営者の育成、異業種
交流の場の提供や新たな事業への取り組みをサポー
トします。
　当協会は設立以来、一貫して「人」が重要な資源
と考えており、今後も引き続き産官学との連携を深
めて事業に当たる所存でございます。

　本年も、より一層のご理解とご協力を賜りますよ
うお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせていただき
ます。

年頭に思う
姫路経営者協会

　　会　長 竹 田 佑 一



2

経協活動計画（2024年1月～2月）

1 月

5日 金 会報誌Bridge 1・2月号発行

8日 月 はたちの集い（企業紹介ブース） アクリエひめじ

17日 水
若手経営塾（Under-45） 第1. 5回 姫路経営者協会 研修室

連合との懇談会 ホテル日航姫路

19日 金 新春経済講演会 姫路商工会議所 本館2階 大ホール

22日 火 第二部会委員会 姫路経営者協会

26日 金 財務管理研修講座 姫路経営者協会 研修室

30日 火
三役会議・理事会 姫路商工会議所 新館2階 201研修室

新年懇談・懇親会 姫路商工会議所 本館2階 大ホール

2 月

9日 金 研修大会（階層別研修 成果発表会） ラヴィーナ姫路

14日 水
姫路市との意見交換会 姫路キヤッスルグランヴィリオホテル

若手経営塾（Under-45） 第2回 姫路経営者協会 研修室

15日 木 第三部会懇話会 清交倶楽部 姫路商工会議所店

20日 火 理系大学生企業見学バスツアー＆合同企業研究会 姫路キヤッスルグランヴィリオホテル

21日 水 春季経営問題研修会 姫路商工会議所 新館2階 201研修室

26、27日 問題解決手法（QC・IE研修） 姫路経営者協会 研修室

労務相談 1・2月の相談日については、決まり次第HPにてお知らせいたします。
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1・2月の相談日については、決まり次第HPにてお知らせいたします。

11 月

1日 水 新入社員ステップアップ研修 姫路経営者協会 研修室 他

6日 月 会報誌Bridge 11・12月号発行

10日 金
理系大学出前セミナー 福井大学 福井大学 文京キャンパス

労務管理基礎講座 第5回 姫路経営者協会 研修室

14日 火 若手経営塾（Under-45） 第1回 姫路経営者協会 研修室

15日 水 JRK研究会 姫路経営者協会 研修室

16、17日 管理職研修（11月度研修） 姫路商工会議所 他

18日 土 会員懇親ゴルフコンペ 相生カントリー倶楽部

20、21日 監督者研修（11月度研修） 姫路商工会議所 他

21日 火 労務管理基礎講座 第6回 姫路経営者協会 研修室

22日 水
姫路市政への要望書提出 姫路市役所

兵庫県 中播磨県民センターへの要望書提出 中播磨県民センター

28、29日 中堅社員研修（11月度研修） 姫路商工会議所 他

12 月

2日 土 企業研究会　STEP HARIMA アクリエひめじ 4階会議室

6日 水

マナー研修 基礎コース 姫路経営者協会 研修室

大学生インターンシップ推進事業
事後報告・情報交換会 姫路商工会議所 新館2階 201研修室

8日 金 第2回 産学連携連絡会 姫路経営者協会 研修室

11日 月 理系大学出前セミナー 近畿大学 近畿大学 広島キャンパス

14日 木
姫路工業高校（2年生）企業紹介セミナー 姫路工業高校

三役会議（総合企画委員会） 姫路キヤッスルグランヴィリオホテル

15日 金 姫路工業高校（1年生）企業紹介セミナー 姫路工業高校

17日 日 親子ふれあいイベント 姫路商工会議所 本館7階 701ホール

21日 木 飾磨工業高校 企業紹介セミナー 飾磨工業高校

経協活動報告（2023年11月～12月）
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新入社員ステップアップ研修

理系大学出前セミナー 福井大学

　11月10日（金）、福井大学 工学部にて中播磨企業出前セミナーを実施し、
中播磨地域と産業のPR、企業紹介・個別懇談会を行いました。

参加企業：グローリー㈱、虹技㈱、三相電機㈱、山陽特殊製鋼㈱、
　　　　　　㈱ニチリン、福伸電機㈱
参加学生：第1部（全体説明） 43名　

　　　　　　第2部（個別懇談） 16名

第1回 若手経営塾 Under-45

　11月14日（火）、姫路経営者協会にて若手経営塾Under-45を実施しまし
た。
　当日は6名の方に加え事務局から2名が参加し、顔合わせを行いました。
　セミナーや勉強会の実施を予定しており、次世代を担う経営者同士の交流
を図ります。

〈経協活動報告（11月）〉

　11月1日（水）、新入社員ステップアップ研修を開催しました。
　当日は、講師 大和由美氏 のもと21名（10社）の方にご参加いただき、
入社から半年経過して現在の立場と役割について学んでいただきました。

階層別研修 管理職研修、監督者研修、中堅社員研修（教育委員会）

　6月～ 11月に階層別研修を実施しました。11月に最終の研修カリキュラムにて成果発表を行い、最も成果のあった参
加者を各階層別から1名選出しました。各階層別の代表者には2月の研修大会（成果発表会・修了式）にて、研修参加者
とその上司に向けて成果発表を行っていただきます。
　今年度は、管理職研修31名（15社）、監督者研修40名（20社）、中堅社員研修28名（14社）にご参加いただきました。
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労務管理基礎講座（労務委員会）

行政への要望書提出（総務委員会）

中播磨県民センターへの要望内容
１．地域の活性化に向けた若者の積極的人材確保活動
（1）理工系大学生対象の「企業見学バスツアー」「大

学出前セミナー」の継続実施と拡充支援
（2）高校の就職・進路指導担当者と企業の採用担当者

との懇談会の継続実施と側面的支援
（3）産学連携連絡会への側面的支援
（4）「大学生インターンシップ推進事業」への拡充支

援
２．産官学が一体となった人材育成と就業者の教育支援
（1）播磨圏域企業の人材育成への拡充支援
（2）「社会人基礎力養成講座」の他大学・専門学校等

への水平展開への支援
３．働き方改革の定着とダイバーシティ経営推進の支援
（1）働き方改革に不可欠な生産性向上のための事業活

動への参画
（2）働き方の多様化に対応した活動への積極的な支援
４．未来社会に向けてSDGs活動普及への取り組み支援
（1）企業がSDGsに取り組む具体的方策とその情報提

供
（2）採用活動につながる播磨圏域企業のSDGsの取り

組みに関する発信への支援
５．播磨臨海地域道路の早期事業化への支援と推進

　9月15日（金）～ 11月21日（火）に労務管理基礎講座（全6回コース）を実
施しました。
　今年度は29名（20社）の方にご参加いただき、労務担当者としての心構
えから、給与、労災、人事に関する基礎知識を学んでいただきました。

第1回 　　グローリー株式会社
　第2回 　　神姫バス株式会社
　第3、4回　菅谷社会保険労務士事務所
　第5、6回　三菱電機株式会社 姫路製作所
　第6回 　　山陽特殊製鋼株式会社

姫路市への要望内容
１．地域の活性化に向けた若者の積極的人材確保活動
（1）理工系大学生対象の「企業見学バスツアー」「大

学出前セミナー」の継続実施と拡充支援
（2）高校の就職・進路指導担当者と企業の採用担当者

との懇談会の継続実施と側面的支援
（3）産学連携連絡会への側面的支援
（4）姫路しごと支援センターのデジタル化推進に係る

予算確保
２．産官学が一体となった人材育成と就業者の教育支援
（1）播磨圏域企業の人材育成への支援
（2）「社会人基礎力養成講座」の他大学・専門学校等

への水平展開への支援
３．働き方改革の定着とダイバーシティ経営推進の支援
（1）働き方改革に不可欠な生産性向上のための事業活

動への参画
（2）働き方の多様化に対応した活動への積極的な支援
４．未来社会に向けてSDGs活動普及への取り組み支援
（1）企業がSDGsに取り組む具体的方策とその情報提

供
（2）採用活動につながる播磨圏域企業のSDGsの取り

組みに関する発信への支援
５．播磨臨海地域道路の早期事業化への支援と推進

　11月22日（水）、行政への要望書を総務委員会にて諮問し、それぞれ兵庫県中播磨県民センター・姫路市へ提出しまし
た。

要望書の詳細な内容は
こちらから▼



企業研究会 STEP HARIMA（姫路地域雇用開発協会 共催）

インターンシップ事後報告・情報交換会
（大学生インターンシップ推進事業／兵庫県経営者協会 委託事業）

理系大学出前セミナー 近畿大学

　12月11日（月）、近畿大学広島キャンパスにて理系大学出前セミナーを実
施し、中播磨地域と産業のPR、企業紹介・個別懇談会を行いました。

参加企業：グローリー㈱、三相電機㈱、山陽特殊製鋼㈱、
　　　　　　㈱デービー精工、福伸電機㈱
参加学生：第1部（全体説明） 21名

　　　　　　第2部（個別懇談） 21名

〈経協活動報告（12月）〉

　12月2日（土）、アクリエひめじ4階407・408・409にて企業研究会 STEP 
HARIMAを開催しました。
　当日は企業19社と学生14名の方にご参加いただき、姫路地域の企業への
理解を深めていただきました。

　12月6日（水）、インターンシップ事後報告・情報交換会を実施し、今年度の『大
学生インターンシップ推進事業』の実績報告と次年度方針の説明と企業と学校
のご担当者同士の情報交換を行いました。

参加企業：キンキテレコム㈱、ゴダイ㈱、但陽信用金庫、㈱デービー精工、
　　　　　　日東コンピューターサービス㈱、播州信用金庫、ムツミ商事㈱ 
参加学校：関西福祉大学、神戸学院大学、神戸国際大学、

　　　　　　神戸松蔭女子学院大学、神戸女子大学、甲南大学、姫路獨協大学 
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総合企画委員会 兼 三役交流会

　三役会議・総合企画委員会を開催し、各部会・委員会から今年度の実施事
業・計画事業と次年度の計画・取り組みについて報告を行い、その後、懇親
会を行いました。



親子ふれあいイベント（社会貢献活動委員会）

　12月17日（日）、姫路商工会議所にて親子ふれあいイベントを開催しまし
た。
　当日は46組92名の親子にご参加いただきました。
　野村證券㈱に株式体験ゲームと新NISAについて解説を行っていただきま
した。株式体験ゲームを通して、経済とりわけ投資の仕組みを学び、親子で
ふれあう時間にしていただきました。

会 員 情 報

<順不同・敬称略>

◆お願い◆ 会員情報に変更がございましたら事務局までお知らせください。

会員数推移データ (R5.11.1時点）

全　　体 661
第一部会（従業員数100人未満） 434
第二部会（従業員数100人以上500人未満） 136
第三部会（従業員数500人以上） 85
団　　体 6

姫路工業高校（1・2年生）企業紹介セミナー

　12月14日（木）、15日（金）、姫路工業高校2年生、1年生に各教室にて中　
播磨企業を紹介する企業紹介セミナーを行いました。

１年生：255名
参加企業：アユミ工業㈱、ウシオ電機㈱ 播磨事業所、㈱帝国電機製作所、

　　　　　　ショーワグローブ㈱、兵庫ベンダ工業㈱、
　　　　　　三菱電機コントロールパネル㈱

２年生：約200名
参加企業：イトメン㈱、三相電機㈱、㈱ダイセル 姫路製造所、西芝電機㈱、

　　　　　　パナソニックエレクトリックワークス池田電機㈱、
　　　　　　ヒメジ理化㈱、㈱マンダム 福崎工場
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◆㈱神戸新聞社 姫路本社◆
①鑛　　隆志氏
②姫路市豊沢町78
③新聞発行業

新入会員紹介
①代表者名　②所在地
③業種　　　④紹介会社 ◆神姫逓送㈱◆

◯新代 表 取 締 役　滝口　亮氏
◯旧代 表 取 締 役　中川　貴水氏
◆小林電工㈱◆
◯新代表取締役社長　小林　佑輔氏
◯旧代表取締役社長　小林　義昭氏

代表者変更

飾磨工業高校 企業紹介セミナー

　12月21日（木）、飾磨工業高校 全日制2年生、多部生1・2年生に大講義室にて中播磨企業を紹介する企業紹介セミナー
を行いました。

参加人数：約220名
参加企業：㈱ＩＨＩ 相生事業所、グローリー㈱、㈱デービー精工、㈱日本触媒 姫路製造所、

　　　　　　日本製鉄㈱ 瀬戸内製鉄所 広畑地区

会社名変更
◆岡野食品㈱◆
◯旧岡野食品ホールディングス㈱

◆岡野食品㈱◆
◯新代 表 取 締 役　宮司　直人氏
◯旧代 表 取 締 役　岡野　吉純氏

理事・代表者変更



西日本衛材株式会社

株式会社澤田棉行

龍野コルク工業株式会社

代表取締役社長

߹ాɹ߁ਓ氏
経歴
1964年たつの市生まれ。
㈲システムサービスに入社後、
道栄紙業㈱を経て、西日本衛材
㈱に入社。2010年 代表取締役に
就任、現在に至る。

代表取締役

ยԬɹ࣍޹氏
経歴
1962年 尼崎市生まれ。
松下電器産業㈱に入社後、龍野
コルク工業㈱のグループ会社
日新化成工業㈱を経て、龍野コ
ルク工業㈱取締役として入社。
2001年 代表取締役に就任、現在
に至る。

代表取締役社長

ᖒాɹ҆߂氏
経歴
1955年 姫路市生まれ。
㈱澤田棉行に入社後、米国で㈱
トーメン（現：㈱東洋棉花）の出
向経験を踏まえ、1996年 代表取
締役社長に就任、現在に至る。

司会：常盤堂製菓株式会社
代表取締役社長

ఱ໺ɹ࣏氏
（当協会 会報作成委員会 委員）

片岡：当社の取扱品目である発泡スチロールに関して、生
産性のカイゼン、自社製品の開発を進めていく上で相談で

きる企業を探しておりました。そのような中、姫路を中心

にモノづくり企業が参加する会に参加した結果、自然と大

学とのお付き合いが始まりました。

澤田：25年前に地元大学の卒業生を雇用してほしいと依頼
があり、それがきっかけで大学との連携・交流が深まり、

事業においても産学連携が重要であることが徐々に分かっ

てきました。

千木：産学交流と関わったのは、ある商品開発を行ってい
た際、そのノウハウに産学交流の必要性を感じたのが始ま

りでした。最初は大学の先生と意見がかみ合わず、苦労し

たこともありましたが、回数を重ねてきた今では積極的に

先生との意見交換ができています。

合田：産学のスタートになったのは、先輩からの紹介から
でした。産学連携といっても最初はどう進んだらよいか分

からず、まずは先輩と一緒に大学の先生へ訪問し、意見交

換をすることでその距離を縮めてまいりました。そこが

　企業が研究・新製品開発等を行う際、大学や研究機関
等が持つ技術やノウハウを民間の企業が活用し、実用化
や産業化へと結びつけることをより身近にするため、
今回５社の企業の代表者に集まってもらい、産学連携
に関するわが社の取り組み事例等についての座談会を
実施しました。

産学連携に関する
わが社の取り組みについて

8

産学連携への取り組Έの
ʠきͬ か͚ʡにͭいてڭえてください

株式会社ユメックス
代表取締役

ઍ໦ɹོܚ氏
経歴
1942年 佐伯市生まれ。
新神戸電気㈱に入社後、ウシオ
電機㈱を経て、1992年 ㈱ユメッ
クスを設立、代表取締役に就任、
現在に至る。

経歴
1965年 姫路市生まれ。
常盤堂製菓㈱に入社後、2005年 代表取
締役に就任、現在に至る。
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きっかけとなり、少しずつ産学の取り組みを強化できるよ

うになりました。

天野：当社が持っている技術をいかに今後に継承していく
か、数値化できるようにしたいと考えていたとき、大学の

先生を紹介され、数値化できる知識と知恵を教えてもらっ

たのが、産学連携のきっかけとなりました。

片岡：入会したモノづくり企業が参加する会で、神戸の医
療機器開発研究会をご紹介いただき、これをきっかけに、

大学との連携やプレゼンの機会、行政・関係機関の補助金・

助成金をいただきました。

　その結果、自社の課題解決手段を見つけることができま

した。なお、当社は大学との連携については、調査項目の

評価をお願いすることを主としており、結果として調査研

究による失敗事例が少ないのが特徴です。

澤田：新しい事業展開を模索している中で、当社の主力商
品である綿花が大学の研究とリンクしており、理学部の学

生を当社で採用し、新規事業開発チームを立ち上げました。

採用した学生は卒業した研究室の教授との関係があり、当

社と大学との付き合いの取っ掛かりができました。研究開

発を進める上で多くのデータを活用することが可能とな

り、結果として新しい技術・システムを獲得、特許も取得

することができました。資金面については研究・開発等多

くの費用がかかるため、教授との連携で補助金申請を進め

ました。

千木：ある装置について発表する機会があり、その際大学
の先生からその装置の実証試験をしたいとの申し出があっ

たため、先生にその実証試験をお願いしました。今も各種

の研究開発について協力をいただいております。

合田：大学の先生への訪問を重ねていく中で、当社の商品
開発・技術開発の分野において、先生と何か連携できるこ

とはないかと、常に考えるようになりました。

　初めのうちは、大学の先生と産学連携を進めるハードル

はなかなか高く、難しさを感じておりましたが、　地道に

交流を進めていった効果もあってか、ある時、大学でデザ

インの研究発表を聞く機会があり、その分野での共同開発

ができないかと大学の先生に依頼した結果、産学連携プロ

ジェクトとして研究開発をしていこうとなり、結果、先生

との研究成果により自社ブランド『hanauta（ハナウタ）

のトイレットペーパー』が生まれました。

天野：まず、職人の技・昔からの製法を分析し、なぜこの
釜を使っているのか？なぜ、かりんとうは劣化するのか？ 

解明していこうと考えていた時に、大学の先生とお話しす

ることがあり、相談したところ、学生さんの研究テーマに

使っていただき、劣化の仕組みをアメリカの放射光で分析

され学会で発表されました。この放射光での食品の分析が

世界初のようです。また、少し変わった産学の事例として、

業界の海外展開を相談したところ、試食会や菓子の実演講

習を実施する場所の確保など、大学の持たれている国際化・

人材交流を利用させていただきました。

　私が心掛けていることは、はっきりと伝えるということ

です。これに困っている、こんなのが欲しい、もちろんで

すが、費用・予算についてもできる範囲をしっかりと事前

にお話しすることです。

澤田：産学連携、研究開発等に係る「補助金申請」ですが、
申請書類を作成することにより、資金面のみならず『本来

の趣旨』を再確認できました。改めて自分たちの活動を見

直す一つの機会になりました。

片岡：産学連携は先生との相性が大きく影響します。一度
親しくなると先生から共同研究のお声がけもいただけま

す。常日頃より、先生方と接してきたことで、MRI装置内

で使う固定具や磁場の歪みの発生を抑制するパッドなどの

商品開発もできました。

େ学との連携ڧԽにͭいての取り組Έ方๏、
またۀاの取り組Έྫࣄ΍ڀݚ੒Ռ等を
໘等をؚΉʣۚࢿ・ڀݚಉڞえてください。ʢڭ トイレットペーパー ハナウタ



千木：初めのうちは、大学の先生は雲の上の人のイメージ
でした。その中で積極的に先生と接触し、お互いコミュニ

ケーションを行い交流を強化していくことで、ある企業か

ら一緒に共同研究を行いたいとの申し出や、その後関連す

る企業への声掛けにより、更に大きい規模での共同開発な

どの成果が得られました。

澤田：当社の取り扱い品目である“不織布”の中に付着す
るゴミを取り除く作業を目視で行っていたのですが、手間

とコストも多く、ゴミを検知する方法はないかと相談いた

しました。そこで、AI・IoTについて専門の教授に辿り着

きました。研究室で一体となり、学生も動員した上で試行

錯誤を行った結果、AIを駆使した異物を検知する画期的

なシステムを開発できました。

　当社は取引先からも信用を得ることができ、教授は学内

で知名度が向上、学生も卒論のテーマにこの研究を活用で

き就職活動にも役立ちました。結果として企業・大学・学

生に相乗効果がありました。

　このような取り組みや研究開発の結果、兵庫県の令和4

年度「ひょうごオンリーワン企業」認定により、企業認知

度や企業信用向上などの効果があると思います。

天野：こんなことできないか、これができたらもっと効率
が上がるのに、など常に意識を持ち、それを可能にする一

つの方策として、産学連携を考えてみることだと思います。

大学は敷居が高いとか近寄りがたいとは考えず、まずは一

歩進んでみることで大きな視野が広がってる可能性があり

ます。

片岡：中小企業は新製品を「創る力」は持っていますが、
情報発信力や売る力が弱い。解決策として、当社では大学

と連携することでメディアへの訴求力UPを図っています。

当社の大学との連携は、商品開発を行うために必要な『理

論』と、開発した商品の効果効能を定量化し示す『エビデ

ンス』を得るためです。いつでも相談できる大学の先生を

見つけて、継続的にお付き合いすることをお勧めします。

澤田：まずは自社の専門分野から入っていき、他の誰もが
実践していないことを研究していくことが望ましいです。

そのため、日頃から問題点の整理など、準備を進めておく

ことが大事だと思います。産学連携を行っている大学や産

学連携機関等を通じて、教授との接点を作るところから始

めてみてはいかがでしょうか。

千木：まずは、大学の先生との距離を縮めることから始め、
接触を増やし話し合っていくことが重要だと思います。産

学連携を進めていく際に重視すべきことは、大学の先生

に何の研究や調査を依頼したいかなど、目的をはっきり分

かってもらうよう準備を進めることが大事です。それに対

して“可能性はどうか”、“どういうステップでやるのか”。

そして“実施できるレベルを考えて進めていくこと”にな

ります。ただ、大学の先生は企業人と違い、関心があるこ

とに優先があり、早く結果を出したいときでもなかなか聞

き入れてもらえないこともあります。また、利益志向では

なく、関心事の優先度により研究を進めることがあるよう

な感じを受けることもあります。少しずつは分かってもら

えると思いますが、場合によっては、ある程度時間がかか

ると思います。

合田：産学連携を進めるため、また調査・研究開発のため
の情報を得るにあたっては、何よりも先進的に産学連携を

進めている方との交流が大事だと考えます。大学の先生と

の交流や研究事例・成果など、いろいろな意見交換をもと

に興味をもち、まずはやってみようとする一歩を強く持ち、

踏み出してください。
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産学連携は難しくない。これから取り組まれる方へ
伝えたいこと・メッセージ等をお願いします。

本日は貴重なお話を聞かせていただき、誠にありが
とうございました。参加者の皆様から、産学連携に
係る多くの意見をいただきました。今後の参考とし
てご活用ください。

【異物検知器】
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骨の話
　私たちの体を支えている骨は、体の他の組織と同じように、
古い骨が壊れて（骨吸収）新しい骨が作られる（骨形成）と
いう新陳代謝を繰り返しています。普通は吸収と形成のバラ
ンスが取れているので一定の強度を保っていますが、加齢な
どにより骨吸収が大きくなると、骨は弱く骨折しやすくなっ
てしまいます。これが骨粗鬆症であり、特に女性は閉経によっ
て女性ホルモンが減少すると急激に骨量も減少することが多
く、閉経後骨粗鬆症としてよく知られています。
　ところで骨の役割は単に体を支えるだけではなく、全身に
向けて様々なメッセージ物質を送る働きもしているそうで
す。骨が弱くなると、それに伴って骨からのメッセージも減っ
ていき、全身の若さが失われていくようです。骨から出るメッ
セージ物質が、記憶力や免疫力、筋力、精力などに関わって
いるというのです。（NHKスペシャル『人体』）
　オステオカルシン（OC）というメッセージ物質は記憶力
に関わる重要な働きをしているそうです。脳にある海馬とい
う部分が記憶や学習能力に関わっているのですが、OCを作
れないマウスは通常のマウスに比べて学習・記憶能力が劣っ
ており、海馬は小さくなっているそうです。また、OCは筋
力にもかかわっており、マウスをランニングマシンで走らせ
ると、高齢のマウスは走行時間も距離も劣っていますが、OC
の投与により改善が見られたそうです。また、男性の精巣で
作られる男性ホルモンのテストステロンもOCの投与で血中

濃度が上昇するそうです。
　血液中の血球（赤血球、白血球、血小板）は骨髄にある造
血幹細胞から作られ、白血球はリンパ球、顆粒球、単球など
の免疫細胞として働いています。加齢とともに造血幹細胞の
機能が落ち、免疫細胞への分化が衰えてくるのですが、骨が
放出するオステオポンチン（OP）というメッセージ物質に
より、免疫細胞への分化が促進され、免疫力が改善するそう
です。
　このように骨粗鬆症によって骨が弱くなると、骨折しやす
くなるだけではなく、さまざまの弊害が出てくるわけで、骨
を丈夫に保つ努力が大切です。整形外科を受診すると骨粗鬆
症の治療薬を処方してくれますが、薬に頼るだけではなく、
日頃から食事に気を付けることと運動が大切です。骨を丈夫
にするという目的のためには、水泳や自転車より、ジョギン
グや縄跳びなどの様に、骨に衝撃が加わる運動がよいようで
す。「踵落とし」といって背伸びをしてからドスンと踵を床
に打ち付ける運動が、効果的で簡単で、何時でも何処でもで
きるので、私は患者さんに勧めています。丈夫な骨と若い体
を手に入れ、健康寿命を伸ばしましょう。

姫路市医師会
スポーツ医学
委員会

和 田 光 知

会社概要
●代表者名　中原　整
●所 在 地　姫路市網干区興浜字西沖992-1
●TEL．079-273-7779　FAX．079-273-7789
●ホームページアドレス
　https://www.ns-b.jp/group/nsbservice_himeji.html
●設　　立　2020年（令和2年）4月1日
●資 本 金　200万円

●事業内容
　・化学工場内の入出庫業務、梱包業務並びに配送業務の請負
　・化学工場内の各種機械装置の運転、保全、管理運営等の製造支援
　　業務
　・倉庫業務
　・内航運送代理店業務
●取引先・販売先　㈱日本触媒、日触物流㈱
●取扱商品・製品　構内作業・物流サービス

　弊社は㈱日本触媒のグループ会社である日触物流㈱のグループ会社として、㈱日
本触媒姫路製造所内での構内作業を担っており、㈱日本触媒の製品をお客様に届け
るために、容器への充填作業、容器に充填された製品の倉庫での入出庫管理や、タ
ンクローリー・タンカーへの荷役作業を行っています。これらの作業においては製
品品質の管理に加え、物流品質の向上、更には環境への細やかな配慮も求められ
ますが、化学品を取り扱っていますので、安全の確保には特段の注意が必要です。
弊社では“安全がすべての活動に優先する”の精神のもとに、ケミカル物流のプロ
フェッショナルとして安全で確実な構内作業・物流サービスを提供しています。

　現在、日本では人手不足が深刻化していますが、企業が安定して成長・存続する
上で、従業員は非常に大切な存在です。弊社では従業員一人ひとりが、成長を実感
できる活気に満ちた働きやすい職場環境づくりを進めております。

株式会社 日触物流サービス姫路
『安全がすべての活動に優先する』の精神で安全快適職場形成！

セールスポイント

代表者・担当者の一言

事務所外観

写真は㈱日本触媒より貸与、管理を委託された施設になります

物流ターミナル外観
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　当社の創業は昭和56年、父が電気工事業を開始したこと
が始まりです。昭和60年頃、通信自由化と日本電信電話公
社の民営化をきっかけに電話工事業に着手し、電気工事業
と電話工事業の2つの事業を行いました。昭和60年以前、
電話機やポケットベルの販売は日本電信電話公社のみが行
える状況でしたが、通信自由化以降は他社でもポケットベ
ルの販売が可能となりました。その中で、私の父がポケッ
トベルを利用した『ボイスメール』（伝言録音サービス）と
いうサービスを開始し、東京にある「ボイスメール株式会
社」のフランチャイズとして「ボイスメール兵庫株式会社」
を昭和62年に設立しました。当時、兵庫県内ではまだ珍し
いサービスだったこともあり、かなり多くの企業様にご利

用いただきました。平成
4年に小型携帯電話が登
場した頃、ボイスメール
がきっかけで㈱NTTド
コモの製品を取扱いしな
いかとお声がけいただ
き、携帯電話販売事業を
開始しました。

　ちょうどその頃、私は前職の関係で四国にいたのですが、
父の体調不良により平成5年に姫路へ戻ることを決意しま
した。

　私が㈱アイデックに入社した当時、当社はまだ店舗を構
えておらず、電気工事・電話工事でお世話になっているお

客様にむけて“携帯電話の訪問販売”、“ボイスメール兵庫
の訪問営業”を行っていました。しかし1年が経った頃、
中核機器の故障がきっかけでボイスメール事業を休業せざ
るを得なくなりました。利用者様からの厳しいご意見もあ
りましたが、逆手にとって携帯電話の営業に繋げ、平成6
年には携帯電話販売に重きをおいた事業が構築されまし
た。
　その後、㈱NTTドコモが販売専門店舗の「ドコモミニ
ショップ」（注1）を新しく店舗展開する方針を発表したの
を機に平成7年に当社の第1号店がオープンしました。そ
れが現在の「ドコモショップ姫路市役所前店」の前身とな
ります。

　平成17年、父が急逝し、後を継ぐ形で私が代表取締役に
就任しました。生前、父の夢であった「3店舗展開」を実
現するため、平成20年には飾磨の地で2店舗目をオープン
し、新人の店長や従業員をサポートするために、店舗に立
つ日もありました。そうしていくうちに柱となる人材もで
き、平成26年には3店舗目の話が持ち上がりました。そ
の際は㈱NTTドコモによるコンペが開催され、大手家具
チェーン店の広い駐車場の一角に店舗を作る企画を打ち出
し、見事審査を通過しました。3店舗目となる花田店は、
初めの3年は集客にかなり苦労しました。既に花田地域に
は他社のショップがあり、ドコモに馴染みがなかったので
す。地道な宣伝や、お客様全体に目が届く店舗づくりに努
め、近年は総合力において関西で1位、2位を争う店舗に
まで成長を遂げました。

株式会社アイデック

代
表
取
締
役

石

川

博

貴
氏

携帯電話の登場と挑戦

ձࣾ֓ཁ・Ԋֵ

経歴・趣味
姫路市出身。近畿大学商経学部経営学科卒。
大学時代は観光事業研究会に所属。大学2年生時には交換留
学を経験し、旅行業界を目指す。
大手旅行会社に新卒で入社、その後平成5年に㈱アイデック
に入社。平成17年に代表取締役就任。
趣味はゴルフ、飛行機など公共交通機関に乗って旅行をする
こと。

姫路市内に3店舗のドコモショップを展開し、
「共生」の理念のもとお客さまと社員の両方が
笑顔で過ごせる「スマートライフ」の実現を
目指して邁進される代表取締役
石川 博貴 氏にお話を伺いました。

Ӧཧ೦ܦ

ళฮ展։

モットー：お客様にNoと言わないお店

（注１）「ドコモミニショップ」は販売のみ可能　「ドコモショップ」は修理・販売が可能
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　当社はモットーとして「お客様に迷惑をかけないお店」
「お客様に“できない”と言わない店」を心掛けています。
もちろん㈱NTTドコモとの連携もあり、できることは限
られますが、どうにかできることの範囲内で提案を考え出
すよう社員に伝えています。

　阪神淡路大震災をきっかけに、携帯電話への注目はより
高まることになりました。電柱が倒れて有線の電話機が繋
がらない中、携帯電話だけは電波が繋がったことが要因で
す。　
　さらに端末の自由化が始まり、それまではレンタルが中
心だった携帯電話をお客様自身で購入できるようになりま
した。その頃から世の中は「0（ゼロ）円ケータイ」の販
売手法の波が広がり、携帯電話の普及率が急速に伸びまし
た。普及率が上がると共にお客様からのご意見も増えまし
たが、一人ひとりのお客様に真摯に向き合い対応を続ける
うちに、心を開いたコミュニケーションを交わすことがで
きるようになりました。

　コロナ禍以前は毎年新年会や社員旅行等を企画し、社員
一同で会社のこれからを話し合う機会をよく設けていまし
たが、最近は社内全体で社員同士の交流や食事会を控えよ
うとする風潮があるので、実はこの後（インタビュー後）
に新しい試みとして副店長達とランチミーティングの企画
を行う予定です。店長が不在の間、店を任される立場とし
ての話ができればと思っています。また、ここ数年は社員
がよく表彰を受けており、その社員と食事会を行ったり、
チーフとのミーティングを月に1～2回行ったりと若手社
員とのコミュニケーションを欠かしません。
　私自身のモットーとして「自分がされて嫌なことはする
な、見て見ぬふりをするな」を掲げており、社員にもそう
指導しています。今年も新入社員が数名入社しましたが、
先輩社員の面倒見が非常に良いため、働きやすい環境づく
りができていると感じます。

　父の悲願である「3店舗展開」を目指して、次世代の店
長・副店長候補を育てようと採用活動を開始しました。当
時はまだ求人のノウハウが整っていなかったため、四苦八
苦しながらも新卒採用に向けて活動を進めました。 その
結果、最近では学生からの評判も好調で、就職関連イベン
トでも沢山の学生とお話をする機会をいただいています。
また高校との繋がりもあり、毎年数名当社に送り出してく
れることから、人材確保に関しては良い成果がでている傾
向にあります。
　面接の際には「この会社に来て良かったと思える仕事を
提供する」と伝えています。この会社で学ぶことは今後の

人生でも必ず必要になってくること、今この場所で一所懸
命頑張ることが今後の人生のbaseになると思っています。

　コロナ禍が明けましたが、お客様の来店数をコロナ禍
前の数に戻すにはまだ課題があります。感染対策を目的
に「来店予約制度」を導入したことで来店されるお客様の
幅を狭めてしまったので、現在店先に「予約なしの来店歓
迎」の懸垂幕を掲げ宣伝を行っています。
　そもそも、用事がある時でないと来店されないお客様が
殆どなので、「何かあるかな」と気軽に立ち寄ってもらえ
る要素を増やすことを目指しています。現状としてスマー
トフォンに関わることばかりですが、“マイナポイントの
申請サポート”や“スマホ教室の拡充”、“タクシーアプリ
の使い方を解説する教室”や“スマートフォンのガラスコー
ティング”を行っています。

　これからのドコモショップは「スマートライフサービス
を提供する総合ショッ
プ」を目指します。投資
や保険などの取扱いも視
野に入れ、変わっていく
時代と生活にあるべき通
信を提供していきます。
　最近はインターネット
で契約を済ませる若い方
も増えてきましたが、わ
ざわざお店に足を運んで

くれるお客様に対して「ここに来て良かった」と言っても
らえる商品・サービスを追求すると共に、元々行っていた
法人向け電話工事業においても、企業の社内ネットワーク
の構築等の事業を継続して行っていこうと考えています。
　また、2022年にオープンした会員制ゴルフスタジオはス
マートフォンを使用した完全予約制で営業しており、プラ
イベート空間で練習できる点が魅力です。ドコモショップ
や法人営業でお世話になったお客様が会員となってくださ
り、事業同士のつながりが生まれ、携帯電話販売事業で培っ
たノウハウが役立っていると感じています。
　当社が携帯電話販売事業を開始してもう間もなく30年を
迎えます。当社のベースである「共生」を武器に、お客様
と社員のどちらにとっても「OK」な店舗を目指して、自
分たちはどうすべきか、お客様にはどうしてもらうべきか、
社員同士がチームで互いに補えあえる店づくりをこれから
も進めていきます。

本社所在地：〒672-8049 姫路市佃町68
ＴＥＬ：079－223－6500
ＦＡＸ：079－223－3121 
ＵＲＬ：https://idech-corp.jp/

従業員教育について
“人のこころを読み解く”社員を目指して

将来に向けての抱負・目標

今後の展望・課題

事業30周年を目前にした今だからこそ、できることを

会
社
概
要

SDGs宣言を行い、環境対策にも
取り組まれている。

災害をきっかけに広がる通信

採用活動



謹 賀 新 年
（順不同）

新年紙上名刺交換

14

安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る

中
村
正
行

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ナ
カ
ム
ラ

社
是
『
愛
と
感
謝
と
積
極
性
』

黒
田
直
樹

代
表
取
締
役
社
長

三
相
電
機
株
式
会
社

ご
縁
に
感
謝
！！

北
村
聡
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
北
村
工
務
店

ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う

心
と
心
の
お
つ
き
あ
い

園
田
和
彦

理
事
長

兵
庫
信
用
金
庫

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
塗
装
で
世
界
を
彩
る

戸
﨑
寿
人

代
表
取
締
役

戸
﨑
産
業
株
式
会
社

食
の
力
で

日
本
の
未
来
を
創
る
！

藤
橋
拓
志

代
表
取
締
役

株
式
会
社
藤
橋
商
店

た
ま
ご
や

常
に
未
来
を
見
つ
め
、

あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す

三
木
成
文

代
表
取
締
役
社
長

三
木
弘
鋼
材
株
式
会
社

三
木
弘
義

代
表
取
締
役
会
長

あ
ら
ゆ
る
食
文
化
の

「
お
い
し
さ
」
を
サ
ポ
ー
ト

山
野
昭
彦

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ヤ
マ
ノ

消
費
財
流
通
の

ト
ー
タ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

津
田
信
也

代
表
取
締
役
社
長

ハ
リ
マ
共
和
物
産
株
式
会
社

津
田
隆
雄

代
表
取
締
役
会
長

健
康
家
族
を
応
援
し
ま
す

浦
上
晃
之

代
表
取
締
役
会
長

ゴ
ダ
イ
株
式
会
社

各
種
工
業
炉
・

新
素
材
開
発
実
験
炉
の
設
計
・
施
工

中
林

康

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
広

築

ボ
イ
ド
、
ス
リ
ー
ブ
及
び

シ
ー
ト
用
巻
芯
の
製
造
卸

米
谷
啓
和

代
表
取
締
役

米
谷
紙
管
製
造
株
式
会
社

こ
め

た
に

ひ
ろ

か
ず

経
営
の
根
幹
は
人
に
あ
り

桑
名

隆

代
表
取
締
役
社
長

山
特
工
業
株
式
会
社

日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１
部

参
戦
中
！ 岸

田
直
美

代
表
取
締
役

Ａ
Ｓ
ハ
リ
マ
ア
ル
ビ
オ
ン
株
式
会
社

地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る

ホ
テ
ル
を
目
指
し
ま
す

兼
貞
孝
行

総
支
配
人

ホ
テ
ル
日
航
姫
路

「
継
続
は
力
な
り
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す

田
路
加
代
子

代
表
取
締
役

総
合
自
動
車
株
式
会
社
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日
本
最
大
の
総
合
試
験
分
析
会
社

玉
木
輝
幸

瀬
戸
内
事
業
所
長

日
鉄
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

信
頼
さ
れ
る
先
生
の
検
査
室

岩
本
泰
秀

代
表
取
締
役

株
式
会
社
兵
庫
県
臨
床
検
査
研
究
所

自
動
車
用
ホ
ー
ス
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

曽
我
浩
之

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員

株
式
会
社
ニ
チ
リ
ン

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ら
お
任
せ
を

城

守

代
表
取
締
役

株
式
会
社
昭
和
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

清
掃
・
家
事
代
行
・
植
栽
管
理
は

お
任
せ
下
さ
い

橋
本
一
磯

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ダ
ス
キ
ン
播
磨

橋
本
年
一

取
締
役
会
長

拡
が
る
Ｆ
Ａ
事
業

〜
制
御
か
ら
制
電
へ
〜

松
原

卓

代
表
取
締
役

姫
路
電
機
材
料
株
式
会
社

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
＆
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で

次
代
を
創
造
！

水
田
裕
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

飾
磨
海
運
株
式
会
社

『
世
紀
を
越
え
て
』

帽
田
泰
輔

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ハ
マ
ダ

ぼ
う

だ

た
い

す
け

ス
テ
ン
レ
ス
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

専
門
商
社 平

位
稔
之

代
表
取
締
役

太
平
工
材
株
式
会
社

情
報
通
信
ビ
ジ
ネ
ス
で
、

社
会
に
貢
献
し
ま
す

寺
尾

正

代
表
取
締
役

株
式
会
社
城
山
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

「
笑
顔
と
感
謝
」

人
見
嘉
伸

代
表
取
締
役

株
式
会
社
大

健

Ｎ
Ｓ
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ー
ム
工
法

全
国
展
開
中

阿
比
野

剛

代
表
取
締
役
会
長

阿
比
野
建
設
株
式
会
社
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森

純
一
郎

播
磨
事
業
所
長

ウ
シ
オ
電
機
株
式
会
社
播
磨
事
業
所

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

謹
賀
新
年
。

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

鎌
谷
一
磨

代
表
取
締
役
社
長

丸
魚
水
産
株
式
会
社

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中
川
ひ
と
み

代
表
取
締
役

株
式
会
社
姫
路
ホ
ン
ダ

　
　（
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
北
姫
路
）

設
計
、
製
作
、
据
付
、
メ
ン
テ

プ
ラ
ン
ト
設
備
工
事
の
一
括
受
請

梶
浦
雅
丈

代
表
取
締
役

有
限
会
社
共
立
工
事

ヘ
ル
シ
ー
で
豊
か
な
食
生
活
に

貢
献
し
ま
す

長
澤
靖
明

代
表
取
締
役
社
長

姫
路
魚
類
株
式
会
社

地
域
に
貢
献
す
る

医
療
系
総
合
大
学
へ
前
進
し
ま
す

井
上
清
美

学

長

姫
路
獨
協
大
学

あ
な
た
の
職
場
、

あ
な
た
の
家
庭
を
守
り
ま
す
！！

市
橋
清
弘

代
表
取
締
役
社
長

人
・
街
・
未
来
を
ま
も
る

東
洋
テ
ッ
ク
姫
路
株
式
会
社

立
花

充

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ノ
バ
ッ
ク

土
木
建
築
両
分
野
で

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す

『
想
い
』
を
超
え
た
『
カ
タ
チ
』
へ

前
田
隆
彦

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
加
藤
建
築
事
務
所

『
一
期
一
会
』
皆
様
と
の
出
逢
い
を

大
切
に
い
た
し
ま
す

谷
本
省
二

支
配
人

姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

イ
ン
テ
リ
ア
の
こ
と
な
ら
、

何
で
も
ご
相
談
下
さ
い

利
安
宏
文

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
板

文

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士

庄
司

茂

代
表
社
員

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　
　
庄
司
茂
事
務
所

真
空
技
術
で
社
会
に
貢
献
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

阿
部
英
之

代
表
取
締
役
社
長

ア
ユ
ミ
工
業
株
式
会
社

社
会
環
境
プ
ラ
ン
ト
機
器
メ
ー
カ
ー

※
7
月
1
日
に
社
名
変
更
い
た
し
ま
し
た

髙
島

暢

代
表
取
締
役

株
式
会
社
タ
カ
タ
テ
ク
ノ

（
旧
高
田
工
業
協
業
組
合
）

一
致
団
結 上
田
達
也

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ウ
エ
ダ

上
田
正
邦

代
表
取
締
役
会
長

「
姫
路
花
林
糖
」「
伝
統
創
作
菓
子
」製
造

天
野

治

代
表
取
締
役
社
長

常
盤
堂
製
菓
株
式
会
社
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社
会
と
の
共
生

福
永
吉
秀

代
表
取
締
役
社
長

信
栄
運
輸
株
式
会
社

機
密
書
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

当
社
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
！！

合
田
康
人

代
表
取
締
役
社
長

西
日
本
衛
材
株
式
会
社

私
た
ち
は
「
高
信
頼
性
鋼
」
を

提
供
し
ま
す

宮
本
勝
弘

代
表
取
締
役
社
長

山
陽
特
殊
製
鋼
株
式
会
社

い
の
ち
と
自
然
を
守
り
育
て
る

宮
澤
哲
也

工
場
長

ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
株
式
会
社

龍
野
工
場

こ
こ
ろ
を
運
ぶ

マ
イ
ン
ド
特
急
便

川
端
敬
三

代
表
取
締
役

谷
井
運
輸
株
式
会
社

自
販
機
を
通
じ
て

憩
い
の
空
間
を
お
届
け
致
し
ま
す

安
田
喜
昭

代
表
取
締
役

ヤ
ス
ダ
産
業
株
式
会
社

「
食
」
は
、
人
を
つ
な
ぐ

泉

周
作

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
泉

平

瀬
川
昌
平

代
表
取
締
役

株
式
会
社
マ
ル
ツ
ネ

播
州
め
ん
の
綜
合
メ
ー
カ
ー

化
学
の
力
で

設
備
と
環
境
を
守
り
ま
す

原

明
利

代
表
取
締
役
社
長

椿
野
化
工
株
式
会
社

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
構
築
は

お
任
せ
下
さ
い

小
原
竜
夫

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
姫
路
エ
ー
ビ
ー
シ
ー
商
会

環
境
分
析
の
パ
イ
オ
ニ
ア

石
井
哲
人

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
兵
庫
分
析
セ
ン
タ
ー

石
井

修

取
締
役
会
長

採
用
に
も
役
立
つ

企
業
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
り
ま
す

髙
島
泰
輔

代
表
取
締
役

有
限
会
社
市
場
印
刷



（順不同）
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あ
ら
ゆ
る
道
路
環
境
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

平
野
勝
也

代
表
取
締
役

株
式
会
社
平
野
組

増
床
定
温
倉
庫
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た

小
原
俊
彦

代
表
取
締
役
社
長

播
州
倉
庫
株
式
会
社

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム

河
越
祥
郞

代
表
取
締
役

応
緑
株
式
会
社

か
わ

ご
え

よ
し

お

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す

池
田
浩
一

総
支
配
人

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
姫
路

人
材
を
御
用
命
の
際
は

御
連
絡
く
だ
さ
い

井
浪
謙
祐

代
表
取
締
役
社
長

ア
ス
タ
ッ
フ
株
式
会
社

総
合
ア
ミ
ノ
酸
メ
ー
カ
ー
と
し
て

食
の
未
来
に
貢
献

中
川
善
弘

代
表
取
締
役
社
長

播
州
調
味
料
株
式
会
社

物
作
り
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
迄

御
提
案
し
ま
す
！

竹
谷
真
也

代
表
取
締
役

福
助
機
工
株
式
会
社

出
張
健
康
診
断
特
殊
健
診
等
は

是
非
お
任
せ
下
さ
い

丸
中
良
典

会

長

一
般
財
団
法
人
京
都
工
場
保
健
会

姫
路
事
務
所
・
姫
路
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

ひ
と
に
健
康
を
、
ま
ち
に
元
気
を
。

坪
井
良
英

姫
路
支
社
長

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

和
顔
愛
語 壺
阪
博
昭

代
表
取
締
役
社
長

Y
O
S
H
ID
A
 G
C

鉄
で
未
来
を
未
来
の
鉄
を

小
林
幹
生

代
表
取
締
役
社
長

大
和
工
業
株
式
会
社

お
子
様
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
の

暮
ら
し
を
豊
か
に

大
村
浩
一

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
西
松
屋
チ
ェ
ー
ン

地
域
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
の

向
上
を
め
ざ
し
て

石
橋
悦
次

会

長

一
般
社
団
法
人
姫
路
市
医
師
会

お
客
様
と
共
に
歩
み
続
け
て
42
年

井
本
裕
順

代
表
取
締
役

ソ
フ
ラ
株
式
会
社

空
間
イ
ン
フ
ラ
を

も
っ
と
快
適
・
ず
っ
と
安
心
に
！

北
越
達
男

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
三
機
サ
ー
ビ
ス

笑
顔
と
夢
に
満
ち
た

営
農
と
生
活
を
創
造
し
ま
す

福
本
博
之

代
表
理
事
組
合
長

兵
庫
西
農
業
協
同
組
合



（順不同）
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創
立
40
周
年
を
迎
え
、

播
磨
地
域
の
さ
ら
な
る
雇
用
発
展
を

め
ざ
し
、
邁
進
い
た
し
ま
す

梶
原
敏
樹

会

長

姫
路
地
域
雇
用
開
発
協
会

「
煮
釜
だ
し
Ⓡ
」

前
川
隆
嗣

代
表
取
締
役

マ
エ
カ
ワ
テ
イ
ス
ト
株
式
会
社

木
材
卸
売
・
住
宅
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
・

太
陽
光
発
電

岸
本
隆
明

創
業
者

会

長

岸
本
木
材
株
式
会
社

建
売
住
宅
販
売
不
動
産
売
買

老
人
ホ
ー
ム
及
び
介
護

岸
本
任
司

常
務
執
行
役
員

岸
本
木
材
株
式
会
社

土
木
工
事
・
倉
庫
工
場
の
建
設
・

住
宅
工
事 岸

本
任
司

常
務
執
行
役
員

姫
路
港
木
材
株
式
会
社

佐
藤
慎
介

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤
精
機
株
式
会
社

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
選
ば
れ
た

「
も
の
づ
く
り
」
技
術
力

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
姫
路
市
役
所
前
店

　
　
　
　
　
　
　

飾
磨
店

　
　
　
　
　
　
　

姫
路
花
田
店

C
O
C
O
_de G

O
LF &

 C
A
FE

石
川
博
貴

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ア
イ
デ
ッ
ク

化
学
で
も
の
づ
く
り
に

貢
献
す
る
企
業

髙
島
隆
三
郎

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
シ
マ
ヤ

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
に
貢
献

毛
利
悦
三
郎

代
表
取
締
役
社
長

協
和
精
工
株
式
会
社

家
族
が
健
康
で
仲
良
く
な
る

家
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

森
下
誉
樹

代
表
取
締
役

株
式
会
社
モ
リ
シ
タ
ハ
ウ
ス

顧
客
の
動
脈
と
な
り

明
る
い
未
来
へ
の
道
筋
を
創
り
出
す

加
藤
智
佳
子

代
表
取
締
役
社
長

飾
東
電
機
株
式
会
社

姫
路
城
下
町
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ホ
テ
ル
で
す

原

聡

代
表
取
締
役

姫
路
城
下
町

ホ
テ
ル
ク
レ
ー
ル
日
笠



（順不同）
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木
南
一
志

代
表
取
締
役

株
式
会
社
新
宮
運
送

德
平
裕
二

代
表
取
締
役
社
長

白
鷺
特
殊
鋼
株
式
会
社

濵
中

剛

代
表
取
締
役

濱
中
製
鎖
工
業
株
式
会
社

山
田
重
樹

代
表
取
締
役

オ
ー
エ
ス
産
業
株
式
会
社

原
田
公
弘

代
表
取
締
役

大
洋
興
業
株
式
会
社

村
角

昇

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ヒ
メ
プ
ラ

村
角
伸
一

代
表
取
締
役
会
長

福
本
博
行

代
表
取
締
役

富
士
グ
ロ
ー
ブ
株
式
会
社

香
山
俊
彦

代
表
取
締
役
社
長

グ
ロ
ー
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社

星
本
昌
俊

代
表
取
締
役
社
長

ス
タ
ー
工
業
株
式
会
社

藤
田
佳
男

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

株
式
会
社
マ
ル
ア
イ

稲
澤
英
孝

代
表
取
締
役

株
式
会
社
日
本
テ
ッ
ク

樫
谷
輝
夫

代
表
取
締
役

株
式
会
社
カ
シ
タ
ニ

三
宅
知
行

理
事
長

姫
路
信
用
金
庫

延
賀
海
輝

代
表
取
締
役
社
長

日
本
丸
天
醤
油
株
式
会
社

今
村
信
子

代
表
取
締
役
社
長

今
村
産
業
株
式
会
社

林

叔
子

代
表
取
締
役
社
長

永
井
産
業
株
式
会
社

永
井
敬
裕

代
表
取
締
役
会
長



（順不同）
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赤
錆

充

代
表
取
締
役

ヒ
メ
ジ
理
化
株
式
会
社

入
江
道
弘

専
務
取
締
役

第
一
ゴ
ル
フ
株
式
会
社

小
岩

満

代
表
取
締
役

株
式
会
社
デ
ー
ビ
ー
精
工

宮
﨑
雅
彰

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
宮
﨑
商
店

岡
田
尚
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

美
樹
工
業
株
式
会
社

平
位
宜
規

代
表
取
締
役
社
長

平
位
興
業
株
式
会
社

矢
野

健

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
飯
塚
鐵
鋼

豊
住
格
治

代
表
取
締
役

株
式
会
社
豊
洋
商
会

神
崎
文
吾

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
神
崎
組

小
島
弘
久

代
表
取
締
役

東
洋
経
済
調
査
株
式
会
社

寳
角
雅
之

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
寳
角
ギ
ヤ
ー

三
和
元
純

代
表
取
締
役
社
長

グ
ロ
ー
リ
ー
株
式
会
社

長
谷
川
雄
介

代
表
取
締
役
社
長

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
株
式
会
社

藤
田
弘
一

代
表
取
締
役
社
長

姫
路
合
同
貨
物
自
動
車
株
式
会
社

北
野
耕
司

代
表
取
締
役
会
長

島
津
秀
伸

代
表
取
締
役

ム
ツ
ミ
商
事
株
式
会
社

岡
上
一
彦

代
表
取
締
役
社
長

岡
上
運
輸
株
式
会
社
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大
森
信
保

代
表
取
締
役
社
長

播
陽
証
券
株
式
会
社

馬
場

隆

代
表
取
締
役

株
式
会
社
Ｈ
・
Ｒ
・
Ｃ

佐
和
𠮷
敬

代
表
取
締
役
社
長

佐
和
鍍
金
工
業
株
式
会
社

藤
塚
謙
次
郎

代
表
取
締
役

船
場
印
刷
株
式
会
社

大
谷
幸
司

代
表
取
締
役
社
長

日
伸
運
輸
株
式
会
社

千
木
慶
隆

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ユ
メ
ッ
ク
ス

蔦

昌
樹

代
表
取
締
役
社
長

蔦
機
械
金
属
株
式
会
社

安
達

裕

代
表
取
締
役

ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
工
業
株
式
会
社

伊
賀

広

代
表
取
締
役
社
長

伊
賀
産
業
株
式
会
社

藤
井

悟

代
表
取
締
役
社
長

ナ
ガ
セ
ケ
ム
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

勝
間
功
雄

代
表
取
締
役

平
錦
建
設
株
式
会
社

永
久
千
里

代
表
取
締
役

ば
ん
し
ん
リ
ー
ス
株
式
会
社

澤
田
洋
明

代
表
取
締
役
社
長

サ
ワ
ダ
精
密
株
式
会
社

澤
田

一

取
締
役
会
長

森

勇
人

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
東
洋
機
械
製
作
所

三
木
健
義

代
表
取
締
役

株
式
会
社
三
木
組

中
島
誠
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
イ
ン
フ
ラ
プ
ラ
ス
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竹
田
佑
一

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
フ
ェ
ス
タ

児
島
生
也

代
表
取
締
役

菱
南
電
装
株
式
会
社

齋
木
俊
治
郎

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

山
陽
色
素
株
式
会
社

立
花
義
宏

代
表
取
締
役

瀬
戸
産
業
株
式
会
社

内
海

勉

代
表
取
締
役

松
田
土
木
工
業
株
式
会
社

岡
本
哲
侍

代
表
取
締
役
社
長

タ
イ
コ
ー
展
装
株
式
会
社

岡
田
兼
明

代
表
取
締
役
社
長

大
和
産
業
株
式
会
社

田
中
惣
一
郎

代
表
取
締
役

網
干
産
業
株
式
会
社

定
信
良
典

代
表
取
締
役
社
長

ダ
イ
ネ
ン
株
式
会
社

横
田
昌
彦

代
表
取
締
役
社
長

横
田
石
油
株
式
会
社

壷
阪
康
裕

代
表
取
締
役
社
長

ツ
ボ
サ
カ
機
鋼
株
式
会
社

竹
田
典
高

代
表
取
締
役
社
長

ま
ね
き
食
品
株
式
会
社

河
部
康
伸

代
表
取
締
役

河
部
鋸
刃
工
業
株
式
会
社

黒
田
耕
司

代
表
取
締
役
社
長

御
国
色
素
株
式
会
社

宮
本
活
秀

代
表
取
締
役

株
式
会
社
宮
本
組

後
藤
博
章

特
定
社
会
保
険
労
務
士

後
藤
博
章
経
営
労
務
管
理
事
務
所
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大
西
雅
之

代
表
取
締
役

株
式
会
社
日
東
社

藤
本
俊
明

代
表
取
締
役

株
式
会
社
宗

行

小
原
直
人

代
表
取
締
役

播
州
建
材
株
式
会
社

塩
谷
宜
数

代
表
取
締
役
社
長

シ
オ
タ
ニ
株
式
会
社

山
本
清
美

代
表
取
締
役
社
長

ア
ン
サ
ー
株
式
会
社

廣
田
倫
久

執
行
役
員
工
場
長

株
式
会
社
マ
ン
ダ
ム福

崎
工
場

松
本
倫
長

代
表
取
締
役
社
長

フ
ジ
プ
レ
ア
ム
株
式
会
社

吉
本
哲
也

支
店
長

日
本
通
運
株
式
会
社
姫
路
支
店

大
西

敦

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ヤ
カ
グ
ル
ー
プ

黒
田
俊
行

代
表
取
締
役

株
式
会
社
サ
ン
テ
ェ
ム

竹
尾
恭
三

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

東
芝
デ
バ
イ
ス
＆
ス
ト
レ
ー
ジ
株
式
会
社

姫
路
半
導
体
工
場

本
條

潔

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
本
條
商
店

糴
川
英
毅

代
表
取
締
役
社
長

日
本
電
研
工
業
株
式
会
社

糴
川
惠
司

取
締
役
会
長

上
野

悟

代
表
取
締
役
社
長

グ
ロ
ー
リ
ー
シ
ス
テ
ム
ク
リ
エ
イ
ト
株
式
会
社

桃
井
一
光

代
表
取
締
役
社
長

桃
井
製
網
株
式
会
社

木
谷
憲
一

代
表
取
締
役
社
長

姫
路
大
同
青
果
株
式
会
社
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頃
安
義
弘

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
帝
国
電
機
製
作
所

辻
田
貴
志

支
店
長

大
和
証
券
株
式
会
社
姫
路
支
店

濱
田

聡

代
表
社
員
税
理
士

公
認
会
計
士

ハ
マ
ダ
税
理
士
法
人

濱
田

聡

公
認
会
計
士

濱
田
経
営
会
計
事
務
所

姫
路
経
営
者
協
会
経
理
顧
問

常
盤

充

代
表
取
締
役
社
長

常
盤
電
機
株
式
会
社

石
田

裕

支
店
長

野
村
證
券
株
式
会
社
姫
路
支
店

宇
佐
美
慶
太

支
店
長

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
株
式
会
社

姫
路
支
店

龍
田
信
一

代
表
取
締
役
社
長

龍
田
紡
績
株
式
会
社

猿
渡
康
隆

代
表
取
締
役
社
長

富
士
物
産
株
式
会
社

奥
村
眞
人

代
表
取
締
役
会
長

吉
岡
一
博

代
表
取
締
役

エ
ミ
ス
株
式
会
社

テ
ラ
ッ
ソ
姫
路

鎌
谷
正
弘

代
表
取
締
役

株
式
会
社
カ
マ
タ
ニ

梅
田
晶
久

代
表
取
締
役

ア
イ
ベ
ス
テ
ク
ノ
株
式
会
社



（順不同）

26

小
倉
優
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ユ
ー
パ
ッ
ク

金
田
敏
郎

代
表
取
締
役

株
式
会
社
金
田
組

牛
込
智
章

相
生
事
業
所
長

株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ

小
林
祥
展

代
表
取
締
役
社
長

グ
ロ
ー
リ
ー
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社

東
田
康
裕

代
表
取
締
役
社
長

日
製
電
機
株
式
会
社

濱
田
明
彦

代
表
取
締
役
社
長

浜
屋
株
式
会
社

丸
尾
将
満

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
正

光

柴
田
耕
作

代
表
取
締
役
社
長

ア
ー
ク
ハ
リ
マ
株
式
会
社

高
浜
充
治

代
表
取
締
役
社
長

高
浜
酸
素
株
式
会
社

石
田
一
成

代
表
取
締
役

日
東
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

黒
田
久
子

取
締
役
会
長

埴
岡
大
祐

代
表
取
締
役

株
式
会
社
播
磨
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社

松
本
和
也

代
表
取
締
役

有
限
会
社
松
本
保
険
設
計

福
田
裕
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
サ
ラ
ト

細
野
友
克

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
警
備
ひ
ゃ
く

岩
本
芳
昭

常
務
執
行
役
員

瀬
戸
内
支
店
長

日
鉄
物
流
株
式
会
社瀬

戸
内
支
店

四
宮
幹
人

支
店
長

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
姫
路
支
店



（順不同）
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名
田
和
由

代
表
取
締
役
社
長

ヤ
マ
サ
蒲
鉾
株
式
会
社

棒
谷
秀
信

代
表
取
締
役
社
長

塩
谷
工
業
株
式
会
社

髙
野

勝

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
山
陽
百
貨
店

⻆
田
城
治

代
表
取
締
役

株
式
会
社
城
洋

和
田
長
平

理
事
長

播
州
信
用
金
庫

柿
原
正
明

姫
路
支
社
長

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
姫
路
支
社

濵
田
長
伸

代
表
取
締
役

株
式
会
社
浜
田
運
送

中
原

整

取
締
役
姫
路
物
流
統
括

日
触
物
流
株
式
会
社

茅
原
勝
也

取
締
役
本
社
部
長

株
式
会
社
日
触
物
流
サ
ー
ビ
ス
姫
路

中
原

整

代
表
取
締
役
社
長

宮
内
健
三
郎

代
表
取
締
役
社
長

福
伸
電
機
株
式
会
社

宮
内
康
伴

代
表
取
締
役
会
長

井
上
浩
二

代
表
取
締
役

立
建
設
株
式
会
社

五
嶋
淳
夫

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
や
よ
い

樽
谷
篤
明

代
表
取
締
役
社
長

姫
路
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

平
山
憲
司

所

長

日
鉄
建
材
株
式
会
社広

畑
製
造
所

東

成
吉

代
表
取
締
役

大
栄
運
輸
株
式
会
社

横
井
時
浩

執
行
役
員
所
長

株
式
会
社
日
本
触
媒
姫
路
製
造
所



後
藤
太
志

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ゴ
ト
ウ
・
ア
ズ
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

後
藤
昇
平

代
表
取
締
役
会
長

（順不同）
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髙
月
和
義

姫
路
地
区
支
配
人

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

三
浦
正
志

支
店
長

日
鉄
テ
ッ
ク
ス
エ
ン
ジ
株
式
会
社

広
畑
支
店

鎌
田

積

学

長

神
戸
医
療
未
来
大
学

本
田
龍
祐

代
表
取
締
役

株
式
会
社
本
田
商
店

岡
本
孝
康

代
表
取
締
役
社
長

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス

池
田
電
機
株
式
会
社

大
橋
正
彦

代
表
取
締
役
社
長

大
セ
メ
運
輸
株
式
会
社

伊
賀
千
恵
子

代
表
取
締
役

株
式
会
社
丸
共
商
店

田
中
和
徳

所

長

三
菱
電
機
株
式
会
社
姫
路
製
作
所

大
西
久
樹

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
小
野
設
計

牛
島
和
果

取
締
役
会
長

桑
田
純
一
郎

理
事
長

但
陽
信
用
金
庫

船
田
大
二
郎

取
締
役
専
務

株
式
会
社
イ
チ
ロ
ウ
産
業

田
中
智
樹

代
表
取
締
役
社
長

ブ
ン
セ
ン
株
式
会
社

橋
本
雅
彦

代
表
取
締
役
社
長

三
木
産
業
株
式
会
社

金
城
裕
満

代
表
取
締
役

エ
ス
ケ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

黒
田
基
仁

代
表
取
締
役

株
式
会
社
タ
ー
ン

黒
田
博
文

取
締
役
会
長
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濱
田
裕
貴

代
表
取
締
役
社
長

サ
ン
ユ
ー
株
式
会
社

山
口
博
之

代
表
取
締
役
会
長

山
口
和
也

代
表
取
締
役

株
式
会
社
Ｓ
Ｂ
Ｃ

Ｓ
Ｂ
Ｃ
姫
路
日
本
語
学
院

杉
本
勝
代

理

事

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
プ
協
同
組
合

山
口
博
之

代
表
理
事 手

島
美
行

理

事

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
同
組
合

永
井
多
津
美

代
表
理
事

竹
内
宏
平

代
表
取
締
役
社
長

ヒ
ガ
シ
マ
ル
醬
油
株
式
会
社

淺
井
昌
信

代
表
取
締
役
会
長

高
橋
克
実

代
表
取
締
役

株
式
会
社
イ
ボ
キ
ン

市
川
新
吾

代
表
取
締
役

株
式
会
社
平
井
工
業

星
野
達
也

代
表
取
締
役
社
長

シ
ョ
ー
ワ
グ
ロ
ー
ブ
株
式
会
社

朝
倉

悟

代
表
取
締
役
社
長

浅
田
化
学
工
業
株
式
会
社

川
久
保
陽
一

代
表
取
締
役
社
長

セ
ル
デ
ィ
ア

株
式
会
社
三

商

小
林
雅
也

代
表
取
締
役
社
長

マ
ル
イ
チ
株
式
会
社

中
野
敏
光

代
表
取
締
役
社
長

Ｗ
Ｄ
Ｂ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

中
村
顕
治

姫
路
工
場
長

住
友
精
化
株
式
会
社
姫
路
工
場

中
島
裕
之

代
表
取
締
役

正
幸
堂
印
刷
株
式
会
社

山
田
雅
春

代
表
取
締
役

姫
菱
テ
ク
ニ
カ
株
式
会
社

原

孝
史

代
表
取
締
役
会
長

原
鉄
工
株
式
会
社



（順不同）
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原
田
順
子

特
定
社
会
保
険
労
務
士

原
田
労
務
管
理
事
務
所

原
田
昌
志

特
定
社
会
保
険
労
務
士

山
下
裕
史

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
１
１
７

田
邉
浩
平

執
行
役
員

支
店
長

株
式
会
社
き
ん
で
ん
姫
路
支
店

西
脇
康
雄

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
清
交
倶
楽
部

辻

幸
次
郎

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ア
ー
ト
テ
ッ
ク

坂
口

均

代
表
取
締
役

株
式
会
社
サ
ニ
ー
テ
ッ
ク

横
山
嘉
則

上
席
執
行
役
員
所
長

産
業
振
興
株
式
会
社広

畑
事
業
所

大
塚
善
基

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ア
ス
ノ

服
部
和
幸

代
表
社
員
税
理
士
・
公
認
会
計
士

は
り
ま
税
理
士
法
人

正
徳
英
俊

代
表
取
締
役

株
式
会
社
正

徳

坪
田
充
治

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
坪
田
工
務
店

山
路
晋
也

支
配
人

株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

た
つ
の
市
国
民
宿
舎
志
ん
ぐ
荘

濱
本
博
司

代
表
取
締
役

昭
和
瀝
青
工
業
株
式
会
社

清
水
雅
文

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ミ
タ
チ

後
藤
秀
範

取
締
役
社
長

西
芝
電
機
株
式
会
社

荒
川
和
清

代
表
取
締
役
社
長

日
本
ポ
リ
マ
ー
工
業
株
式
会
社



（順不同）
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海
老
原
順
二

姫
路
営
業
支
店
長

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
兵
庫
支
店

ビ
ジ
ネ
ス
営
業
部

豊
田
昌
也

総
支
配
人

ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
姫
路
ゆ
め
さ
き

髙
石
博
行

代
表
取
締
役

有
限
会
社
高
石
印
刷

岸

雄
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
創
芸
社

木
村
泰
之

理
事
長

医
療
法
人
佑
健
会
木
村
病
院

大
川

淳

代
表
取
締
役

株
式
会
社
大
川
石
材

金
川
富
康

代
表
取
締
役

有
限
会
社
金
川
鐵
工
所

井
上

修

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
井
上
鉄
工
所

川
平
穣
哉

代
表
取
締
役

川
平
電
機
株
式
会
社

多
田
正
彦

代
表
取
締
役
社
長

齊
藤
鋼
材
株
式
会
社

齊
藤
淳
泰

相
談
役小

野
義
直

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ア
ン
ド

梶
原
敏
樹

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
梶
原
鉄
工
所



会
員
の
皆
様
に
は
、
紙
上
名
刺
交

換
に
つ
き
ま
し
て
、
多
数
ご
賛
助
賜

わ
り
、
誠
に
あ
り
が
た
く
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
事
務
局
よ
り
の
ご
挨
拶
は
、

本
紙
上
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

姫
路
経
営
者
協
会

会　
　
　

長

竹
田

佑
一

上
席
副
会
長

岡
田

兼
明

副

会

長

林　
　

叔
子

　
　

〃　
　

梶
原

敏
樹

　
　

〃　
　

牛
込

智
章

　
　

〃　
　

田
中

和
徳

　
　

〃　
　

立
花

義
隆

　
　

〃　
　

壷
阪

康
裕

専
務
理
事

伊
藤

惠
介

●
事
務
局
職
員
一
同
●

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

32

（順不同）

山
田

巧

代
表
取
締
役

山
田
産
業
株
式
会
社

﨑
野
圭
子

代
表
取
締
役

株
式
会
社
サ
キ
ノ

ダ
ス
キ
ン
兵
庫
西
工
場

岸
本
隆
明

代
表
取
締
役

姫
路
港
木
材
株
式
会
社

松
田
美
生

所

長

松
田
労
務
管
理
事
務
所

黒
川
哲
夫

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
大
岡
酸
素
商
会

山
本
幹
雄

取
締
役
社
長

虹
技
株
式
会
社

西
本
和
俊

宮

司

播
磨
国
総
社
射
楯
兵
主
神
社

芦
田
雄
二

代
表
取
締
役
社
長

三
栄
株
式
会
社

山
野
正
豊

代
表
取
締
役
社
長

山
野
印
刷
株
式
会
社

小
野

徹

代
表
取
締
役
会
長

小
野
高
速
印
刷
株
式
会
社

長
濵
昭
吾

代
表
取
締
役

株
式
会
社
洋

行

大
森
祐
治

支
店
長

み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社姫

路
支
店
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血液中の酸素が欠乏することで心臓、
脳、血管に負担がかかり、以下の合併
症を引き起こす可能性があります。
　例）脳卒中、狭心症、心筋梗塞

　睡眠時間が少ない国といわれる日本において、睡眠を妨げる大きな要因になっている睡眠時無呼
吸症候群（SAS）。実はこの病気が被害を及ぼすのは、自分の健康だけではないのです！
　睡眠時無呼吸症候群（SAS）の症状である日中の強い眠気・集中力の低下は大規模交通事故・
産業事故等の引き金にもなり、その事故は後を絶ちません。
　思いもよらぬ重大事故の加害者とならないように、病気への理解を深めましょう。

参考資料：
　「医学博士 平田 恭信 監修　一般財団法人運輸・交通SAS 対策支援センター」
　https://www.sas-support.or.jp/column/sas-domestic/

睡眠時無呼吸症候群（SAS）とは

山陽新幹線岡山駅ホームはみ出し
（2003年）

運転手（SAS患者）の居眠りが原因により発生。
東京行きの新幹線がホームから三両ほどはみ出し停車。
被害者はなかったものの、一歩間違えれば大事故の引き
金に…

「もしかして…」と
言われたら・気付いたら
睡眠時無呼吸症候群
セルフチェックはこちらから▶

　睡眠中に呼吸が止まってしまう病気。10秒以上息が止まる状態を無呼吸といい、
一晩に30回以上または1時間に5回以上、睡眠中に無呼吸が見られる場合に診断される。

睡眠時無呼吸症候群によって引き起こされた事故

関越道藤岡ジャンクション ツアーバス防音壁衝突
（2012年）

群馬県の関越道にて乗客40名を乗せたバスが防音壁に
衝突。7名が死亡。
日本の高速道路の事故で最多の死亡者が発生。

家族に無呼吸・いびきを指摘されていませんか？
意識しなければ自分で気づくのが困難な病気です。
周囲の声にも耳を傾けましょう。

呼吸器内科、内科、耳鼻咽喉科、睡眠外来、
口腔外科などで診療可能です

要因は2つに分けられる！

閉塞型（OSAS） 中枢型（CSAS）

気道が閉塞 脳から呼吸筋への指令が消失

・生まれつきの顔や顎の形
・肥満による咽頭周囲の脂肪
・扁桃肥大
・咽頭周囲の筋肉のたるみ

・脳の呼吸中枢から信号が出な
　くなる
　 いびき等分かりやすい症状
　 がないので注意が必要！

治療方法
軽・中等症の場合
　・生活習慣の見直し（運動、食事、飲酒 等）
　・マウスピース等の口腔内装置を使用した
　治療法

重症の場合
　CPAP（経鼻的持続陽圧呼吸法）※健康保険適用
　睡眠時に人工呼吸器のような装置を用いて行う治療法
　空気圧で気道を広げ、呼吸を確保する。

合併症の危険性

呼吸によって眠りの質は大きく変化
します
十分な睡眠時間が確保できていても、
眠りが浅ければSAS発症のリスクは
高いままです！〔 〕

【重症化分類】
睡眠1時間あたりの無呼吸・
低呼吸の回数で決まる
5～15回：軽症

　15～30回：中等症
　30回以上：重症
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౰ࣾは₃月ú１日決算のձࣾです。イϯϘイε制度ಋೖ後
のফඅ੫の決算のཹ意఺についてࣔ͝ڭください。

ফඅ੫は、ച上時に༬かったফඅ੫（ച上੫額）から࢓
ೖれ時に支払ったফඅ੫（࢓ೖ੫額）を߇আしてೲ付す
べきফඅ੫をٻめるのが原則です。

　その際、ཹ意すべき఺は࣍のとおりです。
①ച上੫額はʮ割໭し計算ʯ、࢓ೖ੫額はʮੵ上げ計算ʯを原
則的な方法とする
②ച上੫額の計算でʮੵ上げ計算ʯをબ୒できるのは、ద֨੥
ࡌه事業者であり、イϯϘイεにʮফඅ੫額等ʯがߦॻൃٻ
してある場合のΈ
③ച上੫額の計算においてʮੵ上げ計算ʯをબ୒する場合には、
ೖ੫額の計算においてもʮੵ上げ計算ʯをద用しなければ࢓
ならない
ೖ੫額の計算方法はʮੵ上げ計算ʯとʮ割໭し計算ʯのซ࢓④
用は不可（ച上੫額の計算はʮੵ上げ計算ʯとʮ割໭し計算ʯ
のซ用が可能）
　要するに、ച上੫額についてイϯϘイεಋೖ後もੵ上げ計算
をܧଓする場合は、ྩ࿨₅年１０月₁日以後の取引について࢓ೖ
੫額についてもੵ上げ計算がڧ制されます。
　ところで、ద֨੥ٻॻ等保ଘ方ࣜにおける࢓ೖ੫額の計算方
法は、࣍のとおりです。

̍ɽੵ্͛ܭ算
　原則として、ަ付されたద֨੥ٻॻなどの੥ٻॻ等にࡌهさ
れたফඅ੫額等のうͪ՝੫࢓ೖれに܎る部分の金額の合計額に
１００分のþ８をֻけて算出します（੥ٻॻ等ੵ上げ計算）。
　また、これ以外の方法として、՝੫࢓ೖれの౎度、՝੫࢓ೖ
れに܎る支払対Ձの額に１１０分の１０（ܰݮ੫率の対৅となる場
合は１０８分の₈）を৐͡て算出した金額（₁ԁະຬの端数が生
͡たときは、端数を੾ࣺてຢはޒࣺ࢛ೖします。）をԾ払ফඅ
੫額等などとし、ா฽にࡌه（計上）している場合は、その金
額の合計額に１００分のþ８をֻけて算出する方法も認められます
（ா฽ੵ上げ計算）。
　なお、࢓ೖ੫額の計算に౰たり、੥ٻॻ等ੵ上げ計算とா฽
ੵ上げ計算をซ用することも認められますが、これらの方法と
割໭し計算（Լهʮ₂ʯࢀর）をซ用することは認められません。

⚒ɽ割໭͠ܭ算
　՝੫期間中の՝੫࢓ೖれに܎る支払対Ձの額を੫率͝とに合
計した金額に１１０分のþ．８（ܰݮ੫率の対৅となる部分について
は１０８分の６．２４）をֻけて算出することができます。ただし、
ೖ੫額を割໭し計算することができるのは、ച上੫額を割໭࢓
し計算する場合にݶります。

インボイス制度導入後の
税額計算について

姫路経営者協会 経理顧問
ハマダ税理士法人
代表社員税理士 公認会計士

濱 田 　聡

ܝをࠂ޿ਓٻձࣾからʮϗーϜϖーδにແྉでࠂ޿ਓٻ
༠があり、ແྉならྑいかとקしませんかʁʯとి࿩ࡌ
思い、ਃしࠐΈをしました。ところが、₂ि間後、ಉࣾ

から２０ສԁの੥ٻॻがಧきました。߄てて、業者に࿈བྷをೖれ
たところ、ʮແྉࡌܝは₂ि間で、₂ि間後はߋ৽ྉとして２０
ສԁがൃ生するʯとݴわれました。ਃࠐॻを確認したところ、
小さなจࣈでそのようなࡌهがなされていました。ߋ৽ྉは支
払わなければならないのでしょうかʁ

最近、このようなແྉٻਓٗ࠮ࠂ޿のඃ֐がٸ増してい
ます。

₁ɽҰൠ的な手ޱ
　खޱとしては、①ಥવのి࿩ק༠でʮࠓならແྉʯをڧௐし
てくる、②ڵຯをࣔしたඃ֐者に対し、ϝーϧ΍'"9等でਃࠐ
ॻをૹ付してくる、③ਃࠐॻにはແྉがڧௐされているが、ແ
ྉ期間ܦա後は有ྉであることが小さくࡌهされている、④ແ
ྉ期間ऴྃ前に࿈བྷを取ろうとしても、業者にはなかなか࿈བྷ
が取れなくなる、ᶇແྉ期間ܦա後に、ߴ額の੥ٻॻがૹられ
てくるというのがଟくのパターϯです。

⚒ɽ໰୊఺
　このようなѱ࣭業者は、ٻਓࠂ޿がແྉであることをڧௐす
る一方で、ແྉ期間ܦա後に自ಈߋ৽され、その後はߴ額なߋ

৽ྉがൃ生することをશくઆ໌しないかຢは不े分なઆ໌しか
しません。このようなק༠は、ࡏݱのਂࠁなਓख不଍に付けࠐ
んだѱ࣭かつٗᛋ的なק༠とݴわ͟るを得ません。
　しかも、このखのٻਓࠂ޿はԾにϗーϜϖーδ上に実際にܝ
αイトでௐべてもおよそࡧ৬者が検ٻ、をしていたとしてもࡌ
ώοトしないϗーϜϖーδばかりです。ܗばかりのٻਓࠂ޿を
とはおよそかけ཭ࠂ޿ਓٻしているだけで、ਅの意ຯでのࡌܝ
れているという఺でもѱ࣭です。

⚓ɽରॲ法
　ਃࠐॻに小さなจࣈで有ྉとॻかれているからといって、ఘ
めて業者のݴわれるがままに支払いに応͡る必要はありません。
　このようなѱ࣭かつٗᛋ的なק༠によってߦわれたٻਓࠂ޿
取ফ（ຽ法Ā６৚）、ຢはެٗ࠮、取ফ（ຽ法Āü৚）ޡࡨ、໿はܖ
ংྑଏに൓するܖ໿としてແޮ（ຽ法Ā０৚）等の֤ओுをߦう
ことで、ܖ໿のޮ力を否定することが可能な場合もあります。
　また、そもそも前ड़の௨りٻਓࠂ޿自体が実࣭的にはٻਓ実
ଶを伴わないαーϏεであるとして、࠴務不ཤߦにجづくܖ໿
ղআのओுをすることで、ಉ͡くܖ໿のޮ力を否定することは
可能です。
　ଟくの業者はห࢜ޢからの௨஌がಧくと、その後の੥ٻをఘ
める܏向にありますので、ࠔった時には最دりのห࢜ޢさんに
૬ஊしてΈることをおקめします。

はりま法律事務所
弁護士　加 藤 恵 一

無料求人広告詐欺にご注意

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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２０２４年₄月₁日から、中小企業の月６０時間を超える時間
外労働の割増賃金率が引き上げられますが、最低賃金の
引上げに伴い、パートタイマーの賃金を見直したばかり

なので、割増賃金率の引上げに対処する余力が残ってません。
どのように対応すればよろしいでしょうか。

この割増賃金率の引上げは、労働者の健康を保持しなが
ら、生活のための時間を確保して働くことができるよう、
長時間労働の抑制を目的としたものですが、自助努力だ

けでは、期待する成果が得られない場合もありますので、引上
げ分の割増賃金の代わりに有給の休暇（代替休暇）を付与する
代替休暇制度を検討されてはいかがでしょうか。
　２０２４年₄月₁日以降、時間外労働が月６０時間を超えた場合に
は、その超えた時間について₅割以上の率で計算した割増賃金
を支払わなければなりませんが、労使協定を締結すれば、引上
げ分の割増賃金（₂割₅分以上から₅割以上に引き上げられた
部分の割増賃金）の代わりに有給の休暇（代替休暇）を付与す
ることができます。
　労使協定で定める事項は、①代替休暇の時間数の具体的な算
定方法、②代替休暇の単位、③代替休暇を与えることができる
期間、④代替休暇の取得日の決定方法、割増賃金の支払日、の
₄つですが、この労使協定は事業場において代替休暇の制度を
設けることを可能にするものであり、個々の労働者に対して代
替休暇の取得を義務づけるものではありません。
　個々の労働者が実際に代替休暇を取得するか否かは、労働者
の意思により決定されますので、運用面で注意する必要があり
ます。

【代替休暇の時間数の具体的な算定方法】

※代替休暇の時間数は、₁か月６０時間超の法定時間外労働時間
に対する引上げ分の割増賃金額に対応する時間数となります。
※換算率を何％にするかなど、具体的な算定方法は労使協定で
定めます。
　　代替休暇を取得しなかった場合に支払う割増賃金率は₅割
以上、代替休暇を取得した場合に支払う割増賃金率は₂割₅
分以上とされていますので、代替休暇を取得しなかった場合
に支払う割増賃金率を₅割、代替休暇を取得した場合に支払
う割増賃金率を₃割と定めた場合、換算率は₂割となります。
　　₁か月の時間外労働時間数が８０時間の場合、月６０時間を超
える時間外労働は２０時間となりますので、代替休暇の時間数
は、（８０ー６０）×０．２０＝₄時間となります。

【代替休暇の単位】
　代替休暇の単位は、₁日、半日、₁日または半日のいずれか
によって与えることとされています。
　半日については、原則は労働者の１日の所定労働時間の半分
のことですが、厳密に所定労働時間の₂分の１とせずに、例え
ば午前の₃時間半、午後の₄時間半をそれぞれ半日とすること
も可能です。その場合は、労使協定でその旨を定めておきましょ
う。
　端数の時間がある場合、労使協定で、端数として出てきた時
間数に、他の有給休暇を合わせて取得することを認めることが
できます。この場合、代替休暇と他の有給休暇を合わせて半日
または１日の単位として与えることができます。例えば１日の
所定労働時間が₈時間で、代替休暇の時間数が１０時間ある場合、
①１日（₈時間）の代替休暇を取得し、端数（₂時間分）は割
増賃金で支払うこと、②１日（₈時間）の代替休暇と、₂時間
の代替休暇に₂時間の他の有給休暇を合わせて半日の休暇を取
得することが可能となります。

【代替休暇を与えることができる期間】
　代替休暇は、一定の近接した期間内に与える必要があります
ので、法定時間外労働が１か月６０時間を超えた月の末日の翌日
から₂か月間以内の期間で与えることを定めてください。
　期間内に取得されなかったとしても、使用者の割増賃金支払
義務はなくなりません。期間内に取得されなかった場合、代替
休暇として与える予定であった割増賃金分を含めたすべての割
増賃金額を支払う必要がありますので、注意してください。

【代替休暇の取得日の決定方法（意向確認の手続）】
　取得するかどうかは法律上、労働者に委ねられていますので、
代替休暇の取得日は労働者の意向を踏まえたものとしなければ
なりません。
　例えば、月末から₅日以内に使用者が労働者に代替休暇を取
得するか否かを確認し、取得の意向がある場合は取得日を決定
する、というように、取得日の決定方法について協定しておき
ましょう。

【割増賃金支払日】
　代替休暇を取得した場合には、その分の支払が不要となるこ
とから、いつ支払っておけばよいのかが問題になります。労働
者に代替休暇取得の意向がある場合、労働者に代替休暇取得の
意向がない場合、労働者の意向が確認できない場合等、労使協
定ではどのように支払うかについても協定しておきましょう。

中小企業の割増賃金率の
引上げについて

労務相談員　倉本 幸一郎

Ｑ

Ａ

代替休暇の
時間数

１か月の
時間外労働時間数 換算率＝ ×ー 60

換算率
代替休暇を取得しなかっ
た場合に支払うこととさ
れている割増賃金率

代替休暇を取得した場
合に支払うこととされ
ている割増賃金率

＝ ー
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　会報Bridge1・2月号をお読みいただき、ありがとうござ
います。

　今号の座談会では、『産学連携に関するわが社の取り組み』と題して、大学と共同研
究・開発をされている企業に登場いただき、取り組み事例をお話しいただきました。
　人材不足が深刻化する今、一企業だけで商品開発・PRをするのではなく、新しい分
野の方と一緒になって動くことが、新たな可能性を広げる一歩になると感じました。
　産学連携に関して、興味のある企業様がいらっしゃれば、ぜひ当協会にお声がけいた
だければ幸いです。

編 集 後 記

事務局
道 元 有 希

姫路経営者協会 会報誌　広告募集中！
奇数月に発行しております会報誌Bridgeの誌面への広告掲載を募集しております。
広告掲載のお申込み・お問い合わせは下記まで！

■発 行 月　1月・3月・5月・7月・9月・11月
■発行部数　約1,000部
　　　　　　（当協会会員・各地経営者協会・その他
　　　　　　　関連団体へ配布）
■お問い合わせ先　姫路経営者協会
　　　　　　　　　TEL 079ｰ288ｰ1011
　　　　　　　　　E-mail：keikyo＠h-keikyo.gr.jp

■料金表（税込）
A4（全面） A5（片面）

表紙裏（白黒）　 55,000円 27,500円
裏表紙裏（白黒） 55,000円 27,500円
裏表紙（カラー） 77,000円 38,500円

　2020年よりコロナ対応として、ZOOMを活用して、労務相談の受付を行っておりましたが、労務
相談員の交代に伴い、対面で労務相談に対応いたします。

　なお、事務局では労務相談以外にも賃金等に関する調査結果や労務専門機関の書籍等の情報もござ
います。労務・人事に関するお悩みがある場合は、労務相談員とあわせて事務局もご活用ください。

労務相談は下記の通りです。
相 談 日　原則毎週火曜日（日程はホームページよりご確認ください。）
　　　　　10～16時（昼休憩除く）【1社1時間程度】
場　　所　姫路経営者協会内 相談室（姫路商工会議所 新館2階）
受付方法　電話・メールにて事前に相談日を予約ください。
　　　　　なお、予約の際に、簡単に相談内容をお教えください。
　　　　　TEL：079‐288‐1011　Mail：keikyo＠h-keikyo.gr.jp

ホームページは
こちら

2023年4月～
労務相談の受付方法等が変更になりました！

お知らせ
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